
　当日はとても風が強い日でした。それでも子ど

もたちは、「やきいもにして食べたいな」「味噌汁

がいいよ」「天ぷらおいしいよね」と、“さつまい

もレシピ”で大盛り上がりでした。お世話になっ

た皆さんと一緒にやきいも会ができることを楽し

みに待っているわんぱくっこです。

　地域のご支援でいろいろな体験ができることに、

心より感謝申し上げます。

　　　　社会福祉法人わんぱく啓心会

　　　わんぱく保育園　園長　千葉　啓子

大崎 市大崎 市大崎市

主　な　内　容
●

●
●
●
●
●
●
●
●
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大
崎
市
農
業
委
員
会
は
、
関
係
機
関
や
団
体
等

と
の
連
携
を
強
化
し
、
地
域
の
貴
重
な
財
産
で
あ

る
優
良
農
地
の
確
保
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、

地
域
農
業
者
の
代
表
と
し
て
、
次
の
重
点
事
項
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

①
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
農
地

集
積
と
集
約
化
の
促
進
並
び
に
地

域
計
画
の
策
定
に
係
る
目
標
地
図

の
策
定
と
更
新
、
さ
ら
に
農
業
委

員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

相
互
の
連
絡
と
調
整
の
強
化

②
農
地
と
担
い
手
対
策
、
農
業
と
農

村
の
活
性
化
対
策
に
重
点
を
置
い

た
活
動
の
推
進

③
農
業
を
担
う
多
様
な
人
材
の
確

保
・
育
成
を
推
進
す
る
た
め
、
女

性
や
若
い
農
業
者
を
登
用
し
た
会

議
や
研
修
会
の
開
催

④
優
良
農
地
の
確
保
に
向
け
た
農
地

制
度
の
適
正
な
執
行

⑤
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
及
び
解

消
対
策

⑥
農
業
者
年
金
制
度
の
普
及
と
加
入

の
推
進

⑦
地
域
農
業
者
へ
の
情
報
提
供
活
動

の
強
化
、
及
び
農
業
者
等
か
ら
の

意
見
集
約
と
関
係
機
関
等
へ
の
改

善
策
の
提
案

令
和
七
年
度
　
事
業
計
画

　

四
月
二
十
五
日
（
金
）
開
催
の
今
年
度
第
一
回
総
会
に
お
い
て
、
事
業
計
画
を
決

定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
六
月
二
十
五
日
（
水
）
開
催
の
第
三
回
総
会
で
は
専
門
委
員

会
委
員
を
新
た
に
選
任
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

委

員

長　

佐
々
木　

正　

彦

�

（
田
尻
地
域
）

副
委
員
長　

只　

埜　

和　

臣

�

（
松
山
地
域
）

※
（
会
長
・
会
長
職
務
代
理
者
以
外
の
全
て
の

農
業
委
員
は
農
地
委
員
会
に
所
属
し
ま
す
。）

委 

員 

長　

中　

條　

泰　

洋

�

（
古
川
地
域
）

副
委
員
長　

櫻　

井　

正　

幸

�

（
松
山
地
域
）

委　
　

員　

菅　

原　

ひ
ろ
み

�

（
田
尻
地
域
）

委　
　

員　

布　

塚　

幸　

子

�

（
岩
出
山
地
域
）

委　
　

員　

高　

橋　

順　

子

�

（
古
川
地
域
）

委　
　

員　

佐
々
木　

ひ
ろ
子

�

（
古
川
地
域
）

委　
　

員　

齋　

藤　

真
理
子

�

（
鹿
島
台
地
域
）

委　
　

員　

髙　

橋　

英
理
子

�

（
鳴
子
温
泉
地
域
）

委　
　

員　

鈴　

木　
　
　

至

�

（
古
川
地
域
）

委　
　

員　

佐　

藤　

裕　

之

�

（
岩
出
山
地
域
）

委　
　

員　

菅　

原　

ま
り
子

�

（
岩
出
山
地
域
）

委 

員 

長　

中　

鉢　
　
　

守

�

（
鳴
子
温
泉
地
域
）

副
委
員
長　

菅　

原　

清　

一

�

（
古
川
地
域
）

委　
　

員　

小
野
寺　

正　

晃

�

（
古
川
地
域
）

委　
　

員　

中　

本　

奈　

美

�

（
古
川
地
域
）

委　
　

員　

白　

川　

知　

則

�

（
岩
出
山
地
域
）

委　
　

員　

下　

山　

信　

行

�

（
鹿
島
台
地
域
）

委　
　

員　

佐　

藤　

伸　

幸

�

（
田
尻
地
域
）

委　
　

員　

佐
々
木　

俊　

通

�

（
古
川
地
域
）

委　
　

員　

佐
々
木　
　
　

大

�

（
田
尻
地
域
）

委　
　

員　

中　

森　

昭　

悦

�

（
古
川
地
域
）

委　
　

員　

今　

野　

久　

男

�

（
岩
出
山
地
域
）

農

地

委

員

会

農

政

委

員

会

企
画
広
報
委
員
会

専
門
委
員
会
委
員
紹
介

基　

本　

方　

針

重　

点　

事　

項

農業委員等による現地調査の様子

農業委員会総会の様子

（
任
期
・
令
和
七
年
七
月
二
十
日
～
令
和
八
年
七
月
十
九
日
）
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去
る
七
月
二
日
、市
役
所
本
庁
舎
で「
一

日
女
性
農
業
委
員
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

市
内
の
各
地
区
か
ら
推
薦
さ
れ
た
十
三
名

に
加
え
、
小
牛
田
農
林
高
等
学
校
・
南
郷

高
等
学
校
・
加
美
農
業
高
等
学
校
・
宮
城

県
農
業
大
学
校
の
生
徒
・
学
生
八
名
を
合

わ
せ
た
総
勢
二
十
一
名
に
、
一
日
女
性
農

業
委
員
を
委
嘱
し
実
施
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
本
農
業
委
員
会
の
業
務
の
概

要
説
明
及
び
協
議
を
行
い
、
そ
の
後
に
は

講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
講
師
に
は
、
岩

出
山
地
域
「
よ
っ
ち
ゃ
ん
農
場
」
の
高
橋

道
代
氏
を
お
招
き
し
、「
百
年
後
の
景
色
」

と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講

演
で
は
農
業
人
口
が
減
少
す
る
中
、
今
あ

る
里
山
の
原
風
景
を
、
百
年
後
に
ど
う
残

せ
る
か
、
日
々
、
ご
夫
婦
で
相
談
し
て
い

る
こ
と
や
、
地
域
の
竹
林
整
備
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
事
な
ど
を
紹
介
し
て
頂
き
ま

し
た
。
昼
食
は
、
地
元
で
採
れ
た
旬
の
食

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
よ
っ
ち
ゃ
ん
農

場
特
製
ぬ
く
も
り
弁
当
に
舌
鼓
。
掛
紙
ま

で
手
描
き
さ
れ
た
手
作
り
弁
当
と
、
講
師

を
囲
ん
で
和
や
か
な
ひ
と
時
と
な
り
ま
し

た
。

　

午
後
は
、
一
日
女
性
農
業
委
員
に
加
え
、

農
業
委
員
会
の
女
性
委
員
も
加
わ
り
、「
農

業
に
対
す
る
女
性
の
思
い
」
に
つ
い
て
、

三
班
に
分
か
れ
て
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
各
班
の
代
表
者
が
発
表
を
行

い
「
移
住
者
を
呼
び
込
み
、
就
農
に
つ
な

げ
る
。」
な
ど
、
農
地
を
維
持
し
て
い
く

た
め
の
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
様
々
な
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
新
た
な
つ
な
が
り

が
で
き
た
。」「
農
家
が
抱
え
て
い
る
悩
み

や
苦
労
が
共
有
で
き
た
。」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

次
回
は
同

じ
メ
ン
バ
ー

で
、
十
一
月

に
開
催
予
定

で
す
。
面
識

も
で
き
た
こ

と
か
ら
、
よ

り
濃
密
な
議

論
が
交
わ
さ

れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま

す
。

取
材　

佐
藤　

伸
幸
委
員

取
材　

佐
藤　

伸
幸
委
員

一
日
女
性
農
業
委
員
会

一
日
女
性
農
業
委
員
会

意見交換会

手書きされたお弁当の掛紙 講師を囲んで記念撮影

全体の様子
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　小野寺グリーンファームさんの畑でさつまいもの苗植えを体験♬広い畑で小野寺グリーンファームの
みなさんに教えてもらいながら、わんぱくっこたちが１本１本、さつまいもの苗を植えていきました。

　園の畑・わんぱく農園には、じゃがいもの苗を植えました！！昨年はゴロゴロ
いっぱいで大豊作。今年も大きくて美味しいじゃがいもができますように‥‥

　初めての味噌作りを体験をしました。大豆を潰して、こねて、丸
めて、味噌樽でただいま熟成中。わんぱく味噌は１１月に完成予定
です。完成したら、なにをつくろうかな？

　初めての味噌作りを体験をしました。大豆を潰して、こねて、丸
めて、味噌樽でただいま熟成中。わんぱく味噌は１１月に完成予定
です。完成したら、なにをつくろうかな？

　秋になって
　　収穫できたら
やきいも会しようね

●大根植え・さつまいも収穫・大根掘
り・やきいも会
●もちつき体験・クッキング活動

　ｅｔｃ・・
　「食の大切さ」を伝え、今後も子ども
たちと一緒に様々な食育活動を企画し
たいと思います。

今
後
の
食
育
活
動

一列に並び、みんなで一緒に苗を植えました一列に並び、みんなで一緒に苗を植えました

早く大きくなってね早く大きくなってね

力
を
合
わ
せ
て
大
豆
を

潰
し
ま
す

力
を
合
わ
せ
て
大
豆
を

潰
し
ま
す

完成した味噌を囲み記念撮影完成した味噌を囲み記念撮影

上
手
に
丸
め
る
こ
と
が

出
来
た
よ

上
手
に
丸
め
る
こ
と
が

出
来
た
よ

樽に入れて熟成します樽に入れて熟成します

も
う
少
し
、

こ
ね
よ
う
か
な

も
う
少
し
、

こ
ね
よ
う
か
な
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取
材　

中
森　

昭
悦
委
員

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

　

古
川
深
沼
地
区
で
水
稲
三
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
作
付
け
し
て
い
る
岡
野
俊
一
さ
ん

は
、
現
在
、
仕
事
の
都
合
で
栃
木
県
宇

都
宮
市
で
生
活
し
な
が
ら
、
休
日
は
古

川
へ
帰
り
、
農
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

種
ま
き
や
田
植
え
は
、
家
族
や
親
戚

な
ど
総
勢
十
二
名
に
声
を
か
け
て
作
業

を
し
ま
す
。
お
礼
と
し
て
秋
に
収
穫
し

た
お
米
を
渡
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

種
ま
き
で
は
、
俊
一
さ
ん
の
四
歳
に

な
る
姉
の
孫
も
手
伝
い
ま
す
。
田
植
え

の
時
に
は
、
俊
一
さ
ん
が
苗
や
肥
料
の

補
給
を
的
確
に
指
示
し
ま
す
。
そ
の
後

ろ
に
は
、
苗
か
ご
を
腰
に
「
す
ま
っ
こ

植
え
」（
※
手
作
業
で
の
補
植
）
を
軽

や
か
に
こ
な
す
、
お
し
ゃ
れ
な
装
い
の

姪め
い

御ご

さ
ん
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

楽
し
そ
う
に
田
植
え
を
す
る
家
族
の

光
景
は
、
見
て
い
る
人
に
う
ら
や
ま
し

さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
す
。
田
ん
ぼ

で
作
業
す
る
子
ど
も
た
ち
、
台
所
で
食

事
の
準
備
を
す
る
姉
や
母
親
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
の
持
ち
場
で
大
活
躍
し

て
い
ま
し
た
。

　

「
田
植
え
は
親
戚
が
集
ま
る
大
切
な

行
事
で
あ
り
、
亡
く
な
っ
た
父
か
ら
教

わ
っ
た
こ
と
を
今
も
続
け
て
い
る
」
と

俊
一
さ
ん
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
最
終
日
に

補
植
を
終
え
る
と
、「
休
日
に
は
ま
た
、

防
除
や
草
刈
り
に
来
ま
す
。」
と
、
に

こ
や
か
に
宇
都
宮
へ
戻
っ
て
い
き
ま
し

た
。

古川地域

岡野　俊一
さん

　

大
崎
市
松
山
地
域
に
伝
わ
る
「
次
橋

神
楽
」
は
、
岩
手
県
の
南
部
神
楽
の
流

れ
を
く
む
、
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

で
す
。

　

そ
の
起
源
は
明
治
初
期
に
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
。
南
部
地
方（
現
在
の
岩
手
県
）

か
ら
こ
の
地
に
移
り
住
ん
だ
三
太
と
い

う
人
物
が
、
神
楽
の
舞
や
太
鼓
の
技
を

次
橋
に
伝
え
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
三

太
は
と
く
に
太
鼓
の
名
人
と
し
て
知
ら

れ
、
そ
の
芸
は
地
域
の
人
々
に
深
い
感

銘
を
与
え
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
二
十
三
戸
ほ
ど
と
な
っ
た

次
橋
の
集
落
で
、
こ
の

神
楽
は
地
域
の
手
に

よ
っ
て
大
切
に
守
ら

れ
、
今
日
ま
で
受
け
継

が
れ
て
き
ま
し
た
。
演

目
は
全
部
で
十
六
あ

り
、い
ず
れ
も
舞
や
音
、

所
作
の
一
つ
ひ
と
つ
に

深
い
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
す

べ
て
が
口
伝
（
く
で
ん
）
に
よ
っ
て
伝

承
さ
れ
て
い
る
点
で
す
。
楽
譜
や
記
録

文
書
は
一
切
な
く
、
人
か
ら
人
へ
、
世

代
か
ら
世
代
へ
と
、
言
葉
と
実
演
の
み

で
技
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

現
代
に
お
い
て
極
め
て
貴
重
な
伝
承
の

か
た
ち
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

次
橋
神
楽
は
、地
域
の
誇
り
で
あ
り
、

私
た
ち
の
文
化
の
ル
ー
ツ
を
見
つ
め
直

す
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
る
存
在
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
大
切
な
伝
統

が
、
地
域
の
絆
と
と
も
に
力
強
く
息
づ

い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

取
材　

櫻
井　

正
幸
委
員

家族・親戚での田植え作業

明治初期から伝承される「次橋神楽」
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【農地相続時の手続きについて】【農地相続時の手続きについて】
相続登記の手続きを法務局に申請します。
※令和 年 月 日から相続登記の申請が義務化されました。
　詳しくは、法務局へお問い合わせください。
　　　　仙台法務局古川支局（☎0229-22-0510）

相続登記が完了しましたら、
　　　　　農業委員会に届出します。

※届出の際は、相続の内容が確認できる書類（登記完了証な
　ど）をご持参いただくと、手続きが容易です。
　詳しくは、事務局へお問い合わせください。
　　　大崎市農業委員会事務局（☎0229-23-2219）

農
地
を
相
続
し
た
と
き
は

相続
　　　

農業者年金で備えましょう
農業者年金は、積立方式・確定拠出型の終身年金です
全額社会保険料控除の対象で大きな節税効果があります

〇政策支援加入（保険料の国庫補助を受けた加入）で農業者年金に加入していた方へ
　新制度の老齢年金をすでに受給しており、受給開始後に経営の変更がある場合（農業経営を移譲した等）、
　特例付加年金受給の可能性があるので、農業委員会にお問い合わせください。
〇家族経営協定を結んでいる方へ
　当初と協定の内容が変わっている場合、年金受給の可能性があるので農業委員会にお問い合わせください。

内容やご相談は、「農業委員会」または「ＪＡ」へお問い
合わせください。

詳しい年金額
シミュレーション

▼

以上の要件をを満たす方なら
どなたでも加入できます。

農
業
者
年
金
受
給
者
の
声

�

取
材
　
齋
藤
　
真
理
子
委
員

鹿島台地域　上志田地区

武　藤　きよみ さん

（７３）

　

鹿
島
台
地
域
上
志
田
地
区
に
在
住
の
武
藤
き
よ
み

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

き
よ
み
さ
ん
が
農
業
者
年
金
に
加
入
し
た
の
は
、

約
四
十
年
前
、
義
父
が
年
金
受
給
の
際
、
農
地
を
分

け
て
く
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

会
社
員
だ
っ
た
夫
の
代
わ
り
に
義
父
の
農
業
を
手

伝
い
な
が
ら
、
ハ
ウ
ス
で
ほ
う
れ
ん
草
や
水
菜
、
サ

ニ
ー
レ
タ
ス
、
露
地
で
は
ネ
ギ
を
栽
培
し
て
お
り
ま

す
。
野
菜
は
市
場
に
出
荷
し
て
お
り
、
体
が
疲
れ
な

い
よ
う
に
休
憩
し
な
が
ら
働
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

き
よ
み
さ
ん
は
お
料
理
も
得
意
で
、「
昔
は
、
お

は
ぎ
は
あ
ん
こ
か
ら
手
作
り
し
て
い
た
が
、
今
は
肩

が
痛
く
て
作
れ
な
い
。」
と
言
い
な
が
ら
も
、
手
作

り
の
「
寒
天
寄
せ
」
と
自
家
採
り
の
「
き
ゅ
う
り
の

か
ら
し
漬
け
」
で
も
て
な
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

「
農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金
に
加
算
さ
れ
て
支

給
と
な
る
の
で
、
と
て
も
助
か
り
ま
す
。
孫
に
お
小

遣
い
を
あ
げ
た
り
旅
行
の
足
し
に
し
て
い
ま
す
。」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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農地等利用状況調査を実施しています
　遊休農地や農地の無断転用の実態を把握するため、８月から９月にかけて農業委員会による

農地の利用状況調査を実施しています。

　調査の結果、遊休農地の所有者等に対し「利用意向調査」を実施するほか、新たな遊休農地

や、農地法の許可を受けずに宅地や資材置き場などに利用している農地が確認された場合は、

健全な農地の維持と有効活用を図るため、当該農地の所有者・使用者へ指導を行います。

　高齢化や人口減少により、農業者の減少や遊休農地が拡大し続けると、地域の農地が守れ
なくなってしまうかもしれません。これまで地域のみなさんが守り、おいしい作物を作って
きた農地を、子や孫の世代に引き継いでいくため、大崎市では令和７年３月３１日に地域計
画を策定しました。

　地域計画は、地域の農業を将来へ継続させていくために、地域でよく話し合い、農地を利
用しやすいよう、次世代へ引き継いでいくことが
目的です。地域計画の策定を通じて、地域の実状
を浮き彫り（見える化）にすることで、１０年後
を見据えた地域農業の対策を考え、必要な取組を
行うことが可能となります。
　策定した地域計画を振り返り、話合いを継続して、
目指すべき地域農業を具現化しましょう。

目指すべき地域農業に向け
ブラッシュアップ（練り上げ）！
目指すべき地域農業に向け
ブラッシュアップ（練り上げ）！

再スタート再スタート

策定した
地域計画

農地の利用意向

協議の結果

目標地図

地域農業の方針
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お
問
い
合
わ
せ
先
　

　
大
崎
市
農
業
委
員
会
事
務
局
　
☎
23-2219　

　
松
山
事
務
所
　
☎
55-2111　

　
三
本
木
事
務
所
　
☎
52-2112　

　
鹿
島
台
事
務
所
　
☎
56-7111　

　
 岩
出
山
事
務
所
　
☎
72-1211　

　
鳴
子
事
務
所
　
☎
82-2111　

　
田
尻
事
務
所
　
☎
39-1111

編集：企画広報委員会 　

新
米
が
待
ち
遠
し
く
な
る
季
節
で
す
ね
。

　
「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」
に
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）
と
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
変
化
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
環
境
に

配
慮
を
し
、
紙
か
ら
電
子
版
へ
と
発
行
ス
タ
イ
ル
を
変

更
し
ま
し
た
。
こ
の
電
子
版
は
、
ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
れ

ば
い
つ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
用
紙
や
印
刷

代
が
か
か
ら
ず
地
球
環
境
に
も
優
し
い
、
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

紙
に
印
刷
し
て
読
み
た
い
派
と
し
て
は
少
し
残
念
で

す
が
、
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
り
、
よ
り
多
彩
な
情
報
を
お

届
け
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
本　

奈
美

委
員
長　

中　

鉢　
　

守

副
委
員
長　

菅　

原　

清　

一

委　
　

員　

小
野
寺　

正　

晃

委　
　

員　

中　

本　

奈　

美

委　
　

員　

白　

川　

知　

則

委　
　

員　

下　

山　

信　

行

委　
　

員　

佐　

藤　

伸　

幸

委　
　

員　

佐
々
木　

俊　

通

委　
　

員　

佐
々
木　
　

大

委　
　

員　

中　

森　

昭　

悦

委　
　

員　

今　

野　

久　

男

●農地を転用する場合は許可または届出が必要です。
●許可を取らずに転用（違反転用）した場合は、３年以下の
拘禁刑または３００万円以下（法人は１億円以下）の罰金
を科せられる場合があります。

ディ
ー
エ
ッ
ク
ス

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ


